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５
月
13
日
、
自
民
党
と
公
明
党
が
、

補
正
予
算
案
の
質
疑
を
続
け
る
べ
き

だ
と
い
う
野
党
側
の
主
張
に
耳
を
貸

さ
ず
、
予
算
委
員
会
と
そ
の
後
の
本
会

議
で
補
正
予
算
案
の
採
決
を
強
行
。
民

主
、
社
民
、
国
民
の
各
党
は
、
こ
れ
に

抗
議
し
て
退
席
し
ま
し
た
が
、
日
本
共

産
党
は
出
席
し
て
反
対
討
論
を
行
い

ま
し
た
。 

 

こ
れ
に
連
動
し
て
行
わ
れ
た
、
財
務

金
融
委
員
会
で
の
租
税
特
別
措
置
法

案
の
採
決
も
、
民
主
、
社
民
、
国
新
各

党
が
退
席
し
ま
し
た
が
、
日
本
共
産
党
は
、

佐
々
木
憲
昭
衆
院
議
員
が
出
席
し
て
反
対

討
論
を
お
こ
な
い
ま
し
た
（
要
旨
）
。 

強
行
採
決
さ
れ
た
15
兆
円
規
模
の
補
正

予
算
案
は
、
大
型
公
共
事
業
の
復
活
、
大
手

企
業
へ
の
減
税
な
ど
、
ム
ダ
と
浪
費
を
肥
大

化
さ
せ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
ツ
ケ
を
消
費

税
の
大
増
税
で
国
民
に
ま
わ
す
も
の
で
あ

り
、
容
認
で
き
な
い
。 

こ
れ
と
セ
ッ
ト
で
出
さ
れ
た
の
が
、
租
税

特
別
措
置
法
改
正
案
で
あ
り
、
反
対
す
る
第

一
の
理
由
は
、
企
業
の
研
究
開
発
費
の
一
定

割
合
を
法
人
税
額
か
ら
差
し
引
け
る
研
究

開
発
減
税
の
適
用
条
件
を
緩
和
す
る
こ
と

に
よ
り
、
大
企
業
に
い
っ
そ
う
の
恩
恵
を
与

え
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
か
ら
。 

研
究
開
発
減
税
に
占
め
る
割
合
は
、
資
本
金

10
億
円
以
上
の
大
企
業
が
93
％
、
１
億
円

以
上
に
限
る
と
減
税
額
全
体
の
97
％
を
大

企
業
が
占
め
て
い
る
。
中
小
企
業
は
、
大
企

業
に
比
べ
て
研
究
開
発
に
取
り
組
む
割
合

が
き
わ
め
て
低
い
う
え
、
約
７
割
が
赤
字
の

日
本
共
産
党
の
井
上
哲
士
議
員
が

12
日
、
外
交
防
衛
委
員
会
で
行
っ
た

在
沖
縄
米
海
兵
隊
グ
ア
ム
「
移
転
」

協
定
承
認
案
に
対
す
る
反
対
討
論

（
要
約
）
は
次
の
通
り
で
す
。 

 

反
対
理
由
の
第
一
は
、
米
軍
へ
の

二
十
八
億
ド
ル
も
の
財
政
支
出
に
何

の
道
理
も
な
い
。
在
沖
縄
米
海
兵
隊

の
グ
ア
ム
移
転
に
伴
う
施
設
等
の
整

備
に
あ
て
る
と
さ
れ
ま
す
が
、
実
際

に
使
わ
れ
る
の
は
す
べ
て
米
国
領
内

で
行
わ
れ
る
米
軍
の
基
地
建
設
だ
。 

 

安
保
条
約
・
地
位
協
定
に
照
ら
し

て
も
経
費
負
担
の
義
務
は
全
く
な

く
、
世
界
で
も
本
国
へ
撤
退
す
る
米

軍
の
た
め
に
、
こ
れ
ほ
ど
巨
額
の
財

政
負
担
を
条
約
ま
で
結
ん
で
行
お
う

と
す
る
国
は
、
ほ
か
に
な
い
。 

 

日
本
政
府
が
こ
の
よ
う
な
前
代
未

聞
の
経
費
負
担
に
踏
み
出
せ
ば
、
今

後
、
際
限
の
な
い
米
軍
支
援
拡
大
の

要
求
を
招
き
か
ね
な
い
。 

 

反
対
理
由
の
第
二
は
、
政
府
の
い

う
「
沖
縄
の
負
担
軽
減
」
論
が
、
全

く
の
ま
や
か
し
で
あ
る
こ
と
。
移
転

す
る
「
八
千
人
」
が
「
実
数
」
で
は

な
く
「
定
員
数
」
で
あ
る
上
に
、
そ

の
「
定
員
数
」
に
は
縛
り
が
か
け
ら

れ
な
い
。
沖
縄
の
基
地
は
、
米
軍
が

世
界
で
戦
争
を
す
る
た
め
に
出
入
り

自
由
の
出
撃
拠
点
。
本
協
定
に
よ
る

措
置
は
そ
の
実
態
を
何
ら
変
え
る
も た

め
、
わ
ず
か
２
・
７
％
に
過
ぎ
な
い
。 

 

第
二
の
理
由
は
、
住
宅
取
得
の
た
め
の
贈
与
税

減
税
は
、
一
部
の
資
産
家
へ
の
恩
恵
を
も
た
ら
す

と
と
も
に
、
「
資
産
格
差
の
維
持
・
拡
大
」
を
助

長
す
る
も
の
と
な
る
か
ら
。 

 

今
日
、
高
齢
化
社
会
の
な
か
で
多
く
を
占
め
る

低
所
得
の
高
齢
者
は
、
そ
も
そ
も
贈
与
す
る
資
産

が
な
い
う
え
に
医
療
や
介
護
な
ど
老
後
の
不
安

を
抱
え
て
い
る
の
が
現
実
。
実
際
、
今
回
の
贈
与

税
減
税
を
活
用
し
て
新
た
な
住
宅
取
得
等
に
踏

み
出
す
人
は
、
政
府
見
込
み
で
も
１
万
７
千
人
程

度
、
昨
年
の
新
規
持
ち
家
着
工
戸
数
の
２
・
７
％

に
す
ぎ
ず
、
「
経
済
効
果
」
を
期
待
で
き
る
も
の

で
は
な
い
。 

 

第
三
に
、
中
小
企
業
の
交
際
費
課
税
軽
減
措
置

は
、
黒
字
企
業
が
対
象
で
あ
り
、
赤
字
経
営
に
追

わ
れ
る
約
７
割
の
中
小
企
業
に
と
っ
て
は
、
無
縁

の
措
置
。 

 

倒
産
・
廃
業
の
危
機
に
直
面
し
て
い
る
多
く
の

中
小
企
業
に
と
っ
て
は
、
交
際
費
減
税
よ
り
も
消

費
税
の
減
税
こ
そ
必
要
と
さ
れ
て
い
る 

 

の
で
は
な
く
、
基
地
被
害
の
根
絶
に
つ
な

が
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

さ
ら
に
、
本
協
定
は
辺
野
古
沖
で
の
海

兵
隊
最
新
鋭
基
地
の
建
設
を
パ
ッ
ケ
ー

ジ
と
し
て
明
記
し
て
い
る
。
辺
野
古
沿
岸

の
海
を
は
じ
め
、
沖
縄
の
貴
重
な
自
然
環

境
の
破
壊
、
周
辺
地
域
の
新
た
な
騒
音
被

害
や
基
地
被
害
は
必
至
で
す
。 

 

こ
れ
以
上
、
米
軍
基
地
の
強
化
・
固
定

化
を
押
し
つ
け
る
こ
と
は
、
基
地
の
苦
し

み
か
ら
の
解
放
と
平
和
を
求
め
る
県
民

の
願
い
を
真
っ
向
か
ら
踏
み
に
じ
る
も

の
で
あ
り
、
断
じ
て
容
認
で
き
な
い
。

 

そ
も
そ
も
、
沖
縄
の
基
地
は､

米
占
領

下
で､

住
民
を
排
除
し
、
銃
剣
と
ブ
ル
ド

ー
ザ
ー
で
奪
っ
た
土
地
の
上
に
築
い
た

も
の
で
あ
り
、
直
ち
に
無
条
件
で
す
べ
て

返
還
す
る
の
が
当
然
。
日
本
政
府
は
、
辺

野
古
沖
の
新
基
地
建
設
計
画
を
直
ち
に

中
止
し
、
そ
の
責
任
に
お
い
て
普
天
間
基

地
の
即
時
無
条
件
、
全
面
返
還
を
図
る
べ

き
だ
。 


